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１．趣旨

子どもたちへの学習支援と居場所づくりを目的に2017年4月から開始しました。

守口市立よつば小学校の３年生から６年生までの子どもたちがキャンパスに集まり、

学生ボランティアと一緒に、毎月違った体験型の「学び・食育・遊び」を行うプログラムです。
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４．活動紹介
（１）学生企画 「お姉さんたちと英語で遊ぼう！」

国際教養学部国際コミュニケーション学科英語インテンシブコースの学生が小学生へ英語に親しんでもらうことを目的に
イベントを企画・開催し、児童に大変好評でした。

内容：アイスブレイク、英語の歌、箱の中身当てゲーム
日程：６月２５日（土）
場所：よつば小学校「わいわい」教室
参加：大学生２名、小学生：１８名



■企画学生の感想

・準備期間からどのように楽しめるかたくさん相談して試行錯誤しました。子どもたちの
英語に対する難しい、苦手だという考えはあるのか、楽しんでもらえるのか不安に思っ
たまま当日を迎えました。想像を遥かに超えてみんな大きな声で楽しく参加してもらえ
て私たちもすごく嬉しかったです

・初めは楽しんでくれるか、みんなと仲良くなれるかとても不安でしたが、子どもたちは
人懐っこい子ばかりで、積極的に参加してくれました。最初は大人しかった子どもも、最
後にはハグしてくれて、本当に嬉しかったです。自分たちで企画したゲームで楽しそう
に遊んでいる姿や、英語に興味を持ってくれた姿を見て、やってよかったと思いました。



４．活動紹介
（２）学生企画「縁日」

学生たちは、6月から夏休みの期間も定期的に集まり、イベントの発案、企画、チラシのデザイン、店舗作成、運営と全て
のゲームを手作りし、試行錯誤しながら「実践的な学び」を修得することができました。また、子どもたちは、輪投げ、射的、
ひもひきなど学生手作りのゲームに大喜びでした。閉会式では、よつば小学校の校長先生から学生へ感謝と労い、今後
も連携強化していきたいことの感想をいただきました。

内容：スーパーボール掬い、輪投げ、ひもひき、ピンポンカップイン、射的、コインおとし
日程：９月１０日
場所：よつば小学校中庭
参加：大学生１６人、小学生３００人

チラシのデザインと作成：皆木秋桜乃さん



■企画学生の感想

小学校の先生、児童、そして一緒にやり遂げた仲間が嬉しそうな顔をしていたことが何よ
りも嬉しかったです。

３ヶ月間、縁日企画に参加して、貴重な経験を積むことができました。
一から計画を立てて実行して成功に終わらすことができたことは価値がありました。

企画、準備、巻き込み、宣伝など、日々積み重ねた結果が当日のイベントに大きく影響す
ることを学びました。

よつば小学校 濵口校長先生から学生へ感謝と労いのお言葉をいただきました。



４．活動紹介
（３）「ニュースポ―ツ開催」

守口市立よつば小学校と連携して、学生主体によるOIU/OICキッズキャンパス「ニュースポーツ」を開催しました。
学生たちは、小学生向けにルールのアレンジ、役割分担、安全配慮など全ての企画運営を行い、小学生からは次回も
開催してほしいと大変好評でした。最後は食育ボランティアの皆様からカレーのお弁当をいただきました。

内容：キンボール、モルック
日程：１０月１日
場所：守口市東部エリアコミュニティセンター
参加：大学生１１名、小学生２１名



■企画学生の感想
子どもたちが安全に楽しく当日をすごしてもらうために学生たちで何度も話し合い、試行錯
誤の上、様々なことを決めました。当日、学生と小学生との交流が深まりよかったです。



４．活動紹介
（４）学生企画「お楽しみ会」

学生たちは、小学生向けにルールのアレンジ、役割分担、安全配慮など全ての企画運営を行い、小学生から
は次回も開催してほしいと大変好評でした。

内容：じゃんけん列車、火水木、クイズ、ジェスチャーゲーム、ポートボール、ゴロゴロドカンドッチビー、ビンゴ
日程：１２月１７日
場所：よつば小学校の体育館

参加：大学生１０人、小学生５６人

チラシのデザインと作成：皆木秋桜乃さん



■企画学生の感想
関わりのなかった人と繋がりが出来たり、子どもたちの楽しそうな顔を見てやりがいを感じた。
ドッチビーや時間で終わることを伝えるとまたやって欲しいとの声があって嬉しく思った。

子供たちをまとめることがどれだけ大変か、よくわかりました。実は少し小学生の子供には苦
手意識がありましたが、みんな素直な子ばかりでとても楽しかったです。

「楽しかった！」、「またやってほしい！」との子どもたちが言ってくれてとても嬉しかったし、可
愛かった。また、ビンゴの際に、子どもたちの景品がほしそうな顔を見て、買い出しの時に学
校までお菓子を運ぶ大変さが一気に飛んでいき、試行錯誤してもっと子どもたちの喜ぶ顔が
見たいと思った。



４．活動紹介
（５）南山城村でキッズキャンパス米の育成

京都府南山城村の大阪国際大学耕作田にて無農薬コシヒカリ（OIU・OICキッズ

キャンパス米）の収穫体験を行いました。学生たちは都市・農村間の交流を通じ
て、異文化間・環境保全などの「体験型の学び」を経験しました。

お米寄贈先 ：守口市社会福祉協議会、大阪国際大和田幼稚園
学内イタリアンカフェ「カフェジャルディーノ」（イタリア語で「庭園」を意味）




